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暮らしに根ざした資源循環の推進

➢令和５年度に、廃棄物・資源循環分野の総合計画である「兵庫県資源循環推進計画」を新たに策定し、廃棄
物を資源として 循環させる⽅向に転換した。
➢県内の⼀般廃棄物の再⽣利⽤量は、近年やや低下傾向であり、全国平均を下回っている。
➢誰もが参加しやすい暮らしに根ざした資源循環の仕組みづくりが課題であり、市町と連携し、広域的な資源
循環モデルを構築し、環境と経済が好循環する資源循環の仕組みを創出する。施設整備⾯と素材⾯からアプ
ローチした２つの内容を検討する。

Ⅰ.施設整備面からのあり方検討 Ⅱ.素材面からのあり方検討

【ねらい】
・2050年カーボンニュートラルへの寄与を念頭に、地域の実状に
応じたごみ処理・資源循環に必要な処理・リサイクルスキームの
検討
・ごみ処理施設等の施設整備のタイミングを狙い、ごみ処理・資
源循環の広域化

【実施内容】
○他⾃治体における先進事例の報告と課題共有
○ごみ処理の効率化・脱炭素化を推進するため、地域ごとのごみ
処理体制を県が検討（委託調査含む）

【ねらい】
・量の確保によるスケールメリットが想定される古紙や廃⾷油等
を対象として、市町を越えた広域的な資源循環モデル構築
・構築したモデルを全県展開し、再⽣利⽤率の増加を⽬指す

【実施内容】
○他府県等の先進的な取組と課題の共有
○県が、資源循環可能な資源量の把握や効率的な運搬⽅
法・経路の検討、分別の基準や効率的なリサイクル⼿法の検
討（委託調査含む）
○市町と企業とのマッチング

施設整備の時期を迎える市町・⼀部事務組合 市町・⼀部事務組合 事業者 リサイクラ－

資源循環モデル構築
相互補完

施設整備⾯では⼤
幅にごみ処理体制を
⾒直すことができるが、
⻑期スパンの検討が
必要

素材⾯では素材ごと
しかごみ処理体制を
⾒直せないが、モデル
構築できれば全県展
開へのスピードは速い

【関係者】 【関係者】
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広域的な資源循環モデルを構築し全県展開
ごみ再⽣利⽤量の増加、環境と経済が好循環する資源循環の仕組みを創出

【ねらい】
・2050年カーボンニュートラルへの寄与を念頭に、地域の実状に応じたごみ処理・資源循環に必要

な処理・リサイクルスキームの検討
・ごみ処理施設等の施設整備のタイミングを狙い、ごみ処理・資源循環の広域化

【実施内容】
①ごみ処理の効率化・脱炭素化を推進するため地域ごとのごみ処理体制を検討（課題整理等調査）

②他府県市における分別回収モデル
事業の取組報告と

課題共有
【実施回数】 ５回程度（令和６年度広域化ブロック︓神⼾・阪神、北播磨を想定）

【メリット】
・県資源循環推進計画で設定したごみ排出量等の⽬標達成につながる

・分別収集が統⼀化され、ごみの減量化につながり焼却量が削減、リサイクル率の増加
・県・市町との連携による⼈材の確保、技術の継承

・施設整備費や維持管理費、⼈件費を含む処理費にもスケールメリットが働き、各市町の経費負担
額の軽減が⾒込める

【構成員】 施設整備の時期を迎えた市町、事務組合
【事務局】 兵庫県環境整備課

資源循環プラットフォーム
（広域的な資源循環モデル構築に向けた検討の場）

県市町廃棄物処理協議会

事務局
兵庫県環境部環境整備課

構成メンバー
【市町・⺠間企業】

報
告
・
提
案

【⽬的】
➢広域的な資源循環モデル構築に向け、市町や企業等との継続的な意⾒交換や情報把握、ノウハウの共有が可能となる場
である「資源循環プラットフォーム」を設置。

➢市町や事業者との連携強化による⼈材の確保や、技術の活⽤・継承を図り、資源循環モデルの効率的な全県展開や新たな
資源循環の創出を⽬指す。

【構成員】 市町・⼀部事務組合
事業者

リサイクラ－

調査研究 ノウハウ
取得・継承

情報共有
意⾒交換

モデル
構築・蓄積

相互連携
ネットワーク

作業部会（勉強会）テーマ

構成メンバー
【市町・⺠間企業】

構成メンバー
【市町・⺠間企業他】

構成メンバー
【市町】

年１回開催予定

適宜開催 年１〜２回開催予定 年１〜２回開催予定 適宜開催

プラスチック
（プラスチック資源循
環コンソーシアム）

サステナブル
ファッション

施設整備⾯での
資源循環

素材⾯での
資源循環
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環
境
審
議
会

報告
意⾒
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コンソーシアムで展開する４つのテーマ

プラスチックの使用削減などの促進 水平リサイクル等の促進 製品プラスチックの効率的な資源循環

行動変容の促進

[Reduce] 城崎温泉旅館でのプラス
チック使用削減･生分解性プラスチック

の利用促進

[Reduce･Reuse] イオン･テラサイク
ルジャパンでのLoopの取組を展開

[海洋プラスチック対策] (株)カネカや
(株)ダイセルなどの生分解性プラスチッ

クの利用促進

海洋プラスチックごみ対策
として生分解性プラスチッ
クへの置き換えを促進

｢Loop｣を通じて、プ
ラスチックごみを出
さない新しいライフ
スタイルの普及を促
進

アメニティグッズの
プラスチック使用削
減･生分解性プラス
チックの利用促進

食品トレー・透明パック容器の店頭回収
促進

小野市がスーパーや
(株)エフピコと連携し、
トレーの水平リサイク
ルの取組を普及啓発し、
さらなる資源循環の取
組を目指す

分別収集リサイクルスキームの構築

小野市、加西市、加東市
と県が共同で、各市ごみ
中のプラスチック資源潜
在量を把握、リサイクル
ケース別のコスト･CO２削
減効果を検証

大阪マーヴェラスとの連携 ごみ拾いアプリ(ピリカ)の活用

ＪＴ(日本たばこ産業(株))との連携 海洋プラごみ問題啓発イベントの開催

選手ユニフォーム
や、試合会場にお
い て 回 収 し た ス
ポーツウェアの繊
維to繊維のリサイ
クルを促進

｢兵庫県版ピリカ｣
を活用した清掃活
動を県内各地域で
展開

ごみ問題を自分事
と捉えるきっかけ
として、ごみ拾い
時等に｢兵庫県版ピ
リカ｣の活用を促進

｢海ごみ｣企画展や
こうべ環境博覧会
｢かんぱく｣の開催
など啓発イベント
を展開
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ひょうごプラスチック資源循環コンソーシアム
令和４年度から、プラスチック資源循環の促進⽅策の具現化に取り組むため、観光やスポーツ等の
異分野業種、市町、リサイクラー等と連携した｢ひょうごプラスチック資源循環コンソーシアム｣
により、官⺠連携でプラスチックの資源循環を促進。
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⽔平リサイクル等の促進

●使⽤済PETボトルの⽔平リサイクル「ボトル to ボトル」
➢令和５年に遠東⽯塚グリーンペット（株）姫路⼯場が稼働を開始し、
県内市町で回収される PETボトルの９割以上※が県内でリサイクル
され、県内での資源循環の輪が確⽴。
※R6上半期容リ協落札重量ベース

➢飲料メーカー、リサイクラー、県が⼀丸となって本ネットワークを
⽴ち上げ（R6.12.20）、県⺠・市町 協⼒のもと、県内で排出され
るPETボトルの⽔平リサイクルをさらに推進する。

〔ネットワークイメージ〕

飲料
メー
カー

県⺠

市町リサイク
ラ−

製造 消費

回収再⽣

PETボトル

県
役 割主体

「ボトルtoボトル」に関する取組の推進飲料メーカー

再⽣PETボトルに必要な原料供給の拡⼤リサイクラー

各主体の取組の情報発信、PETボトル
回収量増加のための啓発・取組の推進県

PETボトルの分別収集の推進、住⺠啓
発・取組の推進市町

PETボトルの分別収集への協⼒県⺠

〔各主体の役割〕

〜ひょうごPETボトルサーキュラーネットワーク〜

ネットワーク⽴ち上げ式（R6.12.20）
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⽔平リサイクル等の促進

●⼩学⽣の環境学習を活⽤した⾷品トレーの店頭回収促進、
海洋ごみ発⽣抑制の普及啓発

➢海洋ごみの現状と対策に関する授業と、得られた知識等を踏まえた
リサイクル⾷品トレーのデザインを考案するセミナーを実施する。

➢考案したデザインはスーパーで提供される⾷品トレーに掲載、
さらに回収したトレーは店頭回収を通じた⽔平リサイクルを⾏う。

➢本事業により海洋ごみの発⽣抑制に向けた普及啓発の実施とともに、
地域内での資源循環の実現や他⾃治体への横展開を図る。

①⼩学校での環境学習 ②デザイン原案作成 ③トレー作成・スーパーへの提供 ④店頭回収
〔事業の流れ〕
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サステナブルファッションの展開
家庭から排出される⾐服の約７割は焼却処理されている現状に鑑み、県内での⾐服
の「⼤量発注・⼤量⽣産・⼤量消費・⼤量廃棄」を脱却し、「適量発注・適量⽣産・
適量購⼊・循環利⽤」へ転換するため、リサイクラ－やアパレルメーカー等と連携し、効
率的・効果的な⾐服回収システムの構築や「繊維to繊維リサイクル」の促進を⽬指す。

● 効率的・効果的な⾐服回収システム構築等に向けた⾐類回収・
再⽣事業の実施
企業、リサイクラ－、アパレルメーカー、市町等と連携し、「繊維to繊維リサイクル」
のための⾐服回収・再⽣事業を段階的に⾏い、効率的・効果的な⾐服回収シス
テムを構築する。また、これらのノウハウを県内市町にも普及展開していく。

➢⾐服回収・再⽣事業実施による効率的・効果的な回収システム
の構築

➢「繊維to繊維リサイクル」の促進

サステナブルファッションの展開

【関係者】

【目的】

【事業展開（想定）】

関係市町 アパレルメーカー リサイクラ－兵庫県 企業

令和７年度令和６年度 令和８年度 令和９年度以降

１ 試⾏的実施
・企業ユニフォームの
回収、再⽣
・イベントでの回収・
再⽣

２ 事業実施①
＋システム構築
・地域の特⾊を活
かした回収、再⽣
・回収システム構築

３事業実施②
＋システム構築

・地域の特⾊を活
かした回収、再⽣
・回収システム構築
・市町への紹介

４ 市町への展開
・⾐服回収シス
テムの県内市
町への普及

ユニフォーム処理の転換のイメージ

従来のリサイクル

企業・家庭 リサイクラー
処理業者

加⼯・直接焼却

ボード

ウエス

内装材

固形燃料

⾼度なリサイクル
企業・家庭

リサイクラー各種メーカー

再資源化
繊維原料やその他の資源
へ再⽣

ユニフォーム等へ再商品化

使⽤済ユニフォーム
等の回収
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サステナブルファッションの展開

● 企業ユニフォームの回収・再⽣
➢回収・リサイクルに関する説明会の実施（R6.9.3）
企業で使⽤される制服や作業服などの⽔平リサイクルの推進のため、

⾐類のケミカルリサイクルに取り組む事業者を講師に招き、普段ユニ
フォームを使⽤する事業者に対して実際の取組事例など回収・リサイ
クルに関する説明会を実施。
➢⾼度な⾐類リサイクルを⾏う企業の募集
説明会を受講した企業に対して⽔平リサイクルに取り組む企業を募

集し、今後、ユニフォームの回収・⾼度リサイクルを実施予定。
R7.1末現在、４社が⽔平リサイクルに取り組む意向。

● スポーツウェアの回収・再⽣
〜スポーツウェア・リボーン・プロジェクト〜
➢プレイベント（R6.11.7）
⼥⼦バレーボールの「⼤阪マーヴェラス」所属選⼿から過去シー

 ズンのユニフォームを提供を受ける。
➢回収イベント（R6.11.30〜12.1）
⼤阪マーヴェラスのホームゲーム開催に合わせてスポーツウェア

 の回収を実施（尼崎ベイコム総合体育館）。
  回収実施に合わせてアンケートを実施。
  79⼈から217着のスポーツウェア等を回収。回収したウェア等は
新たなウェアの原料素材に再⽣する予定。

説明会開催

プレイベント

回収イベント
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持続可能な航空燃料（SAF）の普及拡⼤
●家庭から排出される廃⾷⽤油の回収システムの構築
［市町による廃⾷⽤油回収拡⼤の検討］

➢家庭から排出される廃⾷⽤油から製造される持続可能な航空燃料（SAF）の拡⼤のため、市町による家庭⽤廃⾷⽤油の回収
システム構築に向けた回収実証を実施する。

➢廃⾷⽤油から航空燃料を製造する場合のCO2排出量は、原油から製造する場合に⽐べ80％以上の削減が⾒込まれる。
（※CORSIA認証におけるGHG原単位）

➢なお、令和５年度実績で、家庭から排出される廃⾷⽤油の回収に取り組む市町は、県内に20市町あるが、回収された廃⾷⽤
油はBDF、飼料、⽯けん等に加⼯され、SAF原料として使⽤されているケースはない。

家庭廃⾷⽤油SAF化のイメージ【⽬的・現状】

【R7取組内容】

家庭から排出される廃⾷⽤油のSAF化
実施に向けた、回収実証事業の実施

●モデル地区を設定し、家庭から排出される廃⾷⽤油の回収実証事業を実施する。
●実証結果を踏まえ、廃⾷⽤油の回収・SAF化の実施に向けた検討を実施する。
●既に廃⾷⽤油の回収を実施している市町を交え、回収未実施市町の回収体制構築に
向けた検討を実施する。

【課題】市町による廃⾷⽤油の回収・SAF化に係る課題は以下のとおり。
原 因課 題

⼀般廃棄物の処理責任が市町にある事から、その区域内で収集・処理が⾏われ、区域を
越えて広域的に収集する等、スケールメリットを活かした効率的な収集・処理が⾏われ
ていない。

廃⾷⽤油を含めた資源物の回収が市町単位で
実施されている

家庭から排出される廃⾷⽤油をSAF化することによる、市町の財政負担の程度、CO2排
出削減量などが可視化された情報がない。市町の廃⾷⽤油のSAF化に対する理解が低い

回収対象が液体のため、住⺠の廃⾷⽤油の排出⽅法や回収⽅法など、検討すべき事項が多
い。

家庭から排出される廃⾷⽤油の回収ルート
が未確⽴の市町が多い

【今後の展開】
●R8以降、モデル地区の移動⼜は拡⼤により実証事業を継続。※実証事業の状況により、他市町への展開を前倒し
●県⺠に対して廃⾷油リサイクルに関する普及・啓発を実施
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海洋ごみ対策

●ひょうご海ごみリーダー養成講座
➢中⾼⽣約20名が４回の講座を受講することにより、⾃ら考え、⾏動する
リーダーを養成する講座を開催。

● 第１回 海岸清掃活動と海ごみ学習会
● 第２回 映画「マイクロプラスチック・ストーリー」上映会

監督との座談会
● 第３回 活動事例紹介、課題の共有・解決⽅法の検討
● 第４回 アクション宣⾔の作成
● 追 加 ひょうごユースecoフォーラムでのポスター発表

➢第２回では、⼀般の⽅も参加して海洋プラスチックごみを削減、解決す
る⽅法を議論した。

〜海洋プラスチックごみ問題を啓発するイベントの実施〜

海岸清掃で回収した海ごみ 課題の共有・解決⽅法の検討
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【背景】
➢平成８年度から市町等と連携して推進協議会を設置し、県内全域で
環境美化の統⼀キャンペーン「クリーンアップひょうごキャンペー
ン」を展開。

➢キャンペーン期間(毎年５⽉30⽇〜７⽉31⽇)は、県内各地で団体、
地域住⺠、⾏政(県･市町)、⼩中学校、企業等が連携して、清掃等
環境美化活動を実施。併せてポスターの配布や街頭でのキャンペー
ンを実施。令和元年度からは海洋プラスチックごみゼロエミッショ
ンを⽬指した３Ｒの取組を呼びかけるため期間を２ヶ⽉延⻑し、
９⽉末まで実施。

【令和７年度の取り組み】
➢令和７年度は、取り組みを多くの⼈に知ってもらうために、5⽉30⽇
のキックオフイベントだけでなく、9⽉20⽇にもGrateful Dayと
称してイベントを⾏い、サステナブルファッションショーを合わせて
⾏う。

上段:⻄淡中学校のボランティア清掃
下段:クリーンアップひょうごキャンペーンキックオフイベント

（加古川）

〔クリーンアップひょうごキャンペーン回収実績〕

7,179 2,198 4,073 4,117 4,794

765,691

150,864

207,473

375,355

524,171

R1 R2 R3 R4 R5

ごみ回収量(t) 参加人数(人)

クリーンアップひょうごキャンペーンの展開




